
ス
正
圏
年
六
局
ニ

f
-
同
質
一
-
一
種
圃
偉
物
認
可
《
働
喝
一
一
四
一
図
書
行
》

手子署聾日-~弓ア守主事川..禁ロ匝召

禁

時

誼

論

叢

唯
物
史
観
の
第
三
史
観
へ
の
接
近
・
-
丈
摂
博
士
高
田
保
馬

我
園
の
困
民
所
得
・
・
・
・
・
・
・
・
'
-
剖
持
率
博
士
汐
見
三
郎

局
替
心
理
説
評
慣
・
・
・
・
・
・
'
•• 

，
.
丈
皐
博
士
米
国
庄
太
郎

陪
剛

異
常
川
得
の
課
税
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
'
t
L
博
士
一
脚
戸

日

削

宿

九

jE. 

Ii骨

論

フ
ラ
ン
月
に
お
け
る
矯
替
動
揺
ミ
安
定
策
・
・
終
草
博
士
谷

わ
が
園
内
同
百
貨
府
出
張
販
買
の
韓
民
・
・
純
一
四
準
士
堀

舗
師

日

吉

彦
耕

一

-何

y
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
長
け
る
経
済
史
観
・
・
・
・
空
立
+
士
白
杉
庄
一
郎

英
図
に
於
け
る
預
金
の
流
通
蓮
度
・
・
経
済
月
十
士
大
野
築
一
郎

附

録

新
看
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
六
巻
穂
目
録

一一一炉



か
が
闘
に
お
げ
る
百
貨
庇
出
張
販
責
の
護
展

堀

新

目

攻

(
一
)
序
論
、
(
二
)
出
張
版
賞
授
展
白
原
因
、
三
一
)
出
張
販
費
費
展
の
状
品
、
(
四
)
出
張
販
責
費
展
白
限
界
、
(
五
)
結
論

で
市

論

我
等
が
百
貨
府
の
如
き
比
瞭
的
に
新
し
い
一
の
枇
曾
的
存
在
宇
佐
問
題
と
す
る
場
合
に
先
づ
注
意
す
べ
き
は
、
百

貨
応
と
は
何
か
百
貨
賠
の
本
質
如
何
が
朋
か
に
お
れ
ね
ば
な
ら
ね
事
で
あ
名
。
今
日
も
前
こ
の
黙
に
慨
す
る
事
者

の
所
設
は
直
々
と
し
て
、
何
等
の
客
親
的
に
承
認
さ
れ
た
る
通
読
を
持
た
な
い
。
或
論
志
は
百
貨
庇
の
意
義
の
時
代

に
よ
る
、
地
方
に
・
よ
る
、
乃
至
は
そ
の
封
策
の
目
標
に
よ
る
多
面
性
に
膳
じ
て
、
非
固
定
的
に
規
定
さ
る
べ
き
を

主
張
し
、
部
ち
、
個
別
的
相
罰
的
見
地
よ
り
の
百
貨
庖
の
本
質
の
把
握
を
主
張
し
、
他
の
論
志
は
之
を
現
在
の
勤

に
於
て
統
一
的
見
地
よ
り
一
の
理
念
形
態
と
し
て
の
百
貨
底
を
認
識
せ
ん
と
す
る
。
然
し
我
等
の
皐
問
的
取
扱
上

の
要
求
は
少
く
と
も
現
在
を
基
調
と
す
る
百
貨
庄
の
一
義
的
決
定
を
要
求
す
る
事
を
知
る
以
上
、
私
は
一
膳
こ
b

Z
豆
5
5
氏
に
従
っ
て
百
貨
庖
と
は
多
種
類
の
商
品
を
部
門
に
分
ち
て
販
買
す
る
大
規
模
小
買
業
な

に
於
て
は

り
と
定
義
し
て
置
か
う
。
こ
の
意
味
に
於
け
る
我
が
園
の
主
な
る
百
貨
庖
乃
至
之
に
準
十
る
も
の
に
し
て
出
張
販

責
を
な
し
つ
〉
あ
る
も
の
は
左
記
の
諸
庖
で
・
あ
る
。

わ
が
圃
に
お
け
る
百
貨
問
抽
出
張
版
責
の
費
展

第
三
十
六
巻

第
六
務

九
九
七

O 

1) 平井泰太郎氏、百貨底形態白性質(経替絞済研究第七冊);百貨底の現在及府
来〈国民経溌雑誌第三五十巻第一披)
松井辰之助氏、平井教授の百貨底設に就 c(拒~1'JIí'時報第二巻第十一波);百貨
底の本質的意味(経理毎時報第二巻第十二枕〉
Nystrom， Economics of Retailing VJ. p. 125← 

2) 

3) 



わ
が
闘
に
お
け
る
百
貨
底
出
張
販
寅
白
稜
展

第
六
時
帥

O 

第
三
十
六
巻

九
九
八

出
張
販
買
を
行
ふ
百
貨
底
誼
に
準
百
貨
唐
名

A
1百
貨
底
協
曾
加
入
官
、

B
l同
上
非
加
入
底

A
、
三
越
、
松
阪
屋
、
大
九
(
最
近
京
都
底
の
み
)
、
松
屋
、
高
島
屋
、
白
木
屋
、
十
令
、
ほ
て
い
屋
、
野
津
屋

九
物
。

B
、
相
模
屋
、
十
一
屋
、
伊
勢
丹
、
小
橋
屋
、
今
井
、

〈
緬
岡
〉
、
山
形
屋
〈
鹿
児
島
、
、
平
井
犀
(
門
司

Y
丸
小
(
新
潟
可
「
森
屋
(
函
館
)
、
鶴
屋
(
釧
路
)
、

天
満
屋
、

緬
屋
(
慶
島
)
、

玉
屋

中
村
屋
(
名
古
屋
)
、

/i、
木

EHド
t
r
T
A
J
f
パ
1

ト
コ
閥
唱
す

'E-ノ
J

3

7

4

1

i

N

;

、

楠
植
屋
(
岐
阜
H
破
産
中
て
ち
¥
:
山
田
地
(
陪
ノ
部
〉
、
日
/
九
(
京
城
〉
。

よ
し
ゃ
(
新
潟
)

本
論
に
取
扱
ふ
百
貨
屈
の
出
張
販
賓
と
は
主
と
し
て
右
の
諸
底
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
る
。

出
張
販
真
は
ぞ
の
形
態
よ
り
見
れ
ば
往
年
の
行
商
形
態
の
一
の
進
化
形
態
で
あ
ム
。
往
年
の
小
規
模
行
商
が
そ

の
詐
欺
的
行
震
に
よ
り
世
舎
的
非
難
の
的
と
な
ち
た
る
に
劃
し
現
代
の
資
本
主
義
的
企
業
家
の
艦
替
に
か
〉
る
大

規
模
行
商
形
態
と
も
一
五
ふ
ぺ
き
百
貨
底
の
出
張
販
買
は
、
中
小
小
貰
庇
に
封
す
忍
意
味
に
於
て
、

一
の
大
き
な
祉

曾
問
題
と
し
て
我
等
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
。
百
貨
居
協
曾
は
自
制
案
を
畿
表
し
て
昭
和
七
年
十
月
一
日
以

後
出
張
販
貰
は
之
を
行
は
。
き
る
旨
を
聾
明
し
た
。
然
し
一
方
に
は
百
貨
底
協
舎
に
加
入
せ

F
る
商
庖
の
存
在
す
る

と
、
他
方
に
自
制
案
の
殺
果
に
劃
す
る
危
倶
の
存
在
す
る
k
共
に
、
我
国
の
小
貢
商
業
史
上
に
お
け
忍
濁
特
の
一

事
象
と
し
て
の
歴
史
的
興
味
か
ら
も
、
そ
の
義
展
過
程
に
習
す
る
十
分
な
る
認
識
へ
の
要
求
を
促
さ
れ
あ
の
で
あ

る。

谷口吉彦氏、経商事皐僻典 第二巻
向井嵐松著配給市場組織五一問、五三九頁、向井教授U メーノレ、オ』ダー
ハウ Z又は小責出張商業 {υetailreisender)は移動商業の中に入れざるを安常
とする旨を越べて居られる(五一回頁)允も敬授の小責出張i商業はこふに云」、
出張阪買とはその内容量異にナる様である(五三:fLJO
r.ys.rom; ihid Vol. 1 cbapter III 

4) 

5) 



出
張
服
膏
の
研
究
に
は
出
張
主
瞳
た
る
百
貨
底
側
に
就
て
と
出
張
客
瞳
た
る
地
方
都
市
別
に
就
て
な
す
方
法
と

が
あ
る
。
合
理
化
の
先
端
を
行
く
現
代
百
貨
庖
に
就
て
そ
の
劃
策
上
の
個
性
を
保
持
す
る
事
の
比
鞭
的
困
難
な
る

事
情
は
出
張
販
貰
に
於
て
も
寧
ろ
地
方
の
特
種
事
情
に
支
配
さ
る
出
事
多
〈
百
貨
庄
聞
に
そ
の
方
策
上
の
相
違
の

殆
ん
ど
存
在
せ
中
、
又
封
小
責
庖
問
題
の
関
係
上
百
貨
底
よ
り
こ
の
酷
に
閥
す
る
異
買
を
求
め
る
事
の
不
可
能
な

(
謹
一
)

事
は
本
研
究
に
於
て
も
地
方
都
市
別
の
報
告
を
主
と
し
百
貨
庖
側
の
報
告
を
之
に
謝
す
る
委
照
と
し
て
行
ふ
事
と

し
た
。

(
臨
む

研
究
に
必
要
な
る
調
査
は
昭
和
じ
年
八
万
一
日
現
在
に
於
て
会
踊
の
商
工
曾
議
所
内
地
の
主
占
し
で
人
口
一
高
以
上
回
都
市
(
百
貨
底

側
四
回
答
よ

E
凡
で
出
張
版
賓
の
行
は
れ
2
る
都
市
に
於
て
は
へ
千
以
止
の
那
市
に
も
調
査
書
配
向
し
世
。
人
口
は
丑
て
昭
和
五
年
mu

同
勢
訓
査
mw
一
結
果
に
よ
る
)
蚊
に
楠
氏
地
の
主
要
都
市
の
役
所
及
び
百
貨
底
に
就
で
後
に
ト
ム
「
る
形
式
の
用
紙
に
艶
L
回
答
を
求
む
号

事
に
よ
り
な
じ
た
。
都
市
側
が
七
一
一
通
に
時
間
し
四
一
五
週
百
貨
底
側
は
七
十
遁
に
封
し
二
九
遁
の
回
答
を
得
も
に
。
都
市
田
中
出
張
販

責
「
な
し
」
と
答
へ
た
も
の
一
一
一
一
七
「
あ
り

4

一
と
答
へ
た
も
の
二
七
A
で
あ
っ
た
。

Z
、
出
張
販
茸
韓
展
の
原
因

ゾ
ン
バ

Y
ト
敢
授
に
よ
れ
ば
百
貨
庖
は
ま
さ
に
高
度
資
本
主
義
時
代
の
貫
子
で
あ
る
。
百
貨
唐
が
資
本
主
義
の

臓
器
展
に
劃
し
て
有
す
る
閥
聯
は
我
国
の
百
貨
底
に
就
て
も
戦
争
を
一
時
賠
と
し
て
百
貨
底
の
劃
期
的
費
展
が
途
げ

(
詮
二
)

ら
れ
て
居
る
事
買
が
よ
く
物
語
る
所
で
あ
る
。
然
し
我
が
園
の
百
貨
庖
が
批
曾
的
意
味
に
於
て
説
聴
を
集
む
る
に

至
っ
た
の
は
世
界
大
戦
後
こ
と
に
大
正
十
二
年
の
震
災
以
後
の
事
で
あ
っ
て
、

一
般
小
貰
庖
が
震
災
の
打
撃
の
中

わ
が
闘
に
お
け
る
百
貨
盾
出
張
販
責
の
費
展

第
三
十
六
血
管

第
六
披

O 

九
九
九

平井泰太郎氏、百貨盾の自制と抑制(圏民感消雑誌第五十四巻第四披〉

時J?:ZTFfiJJEZ警pgr混害dd.es hochJ<apital山 Zei山 町'5(Pro 

ule田 edes Warenhauses S. 87) 
招!稿ゾ Yバルト教授の百貨鹿観〔経理事論議第三-'f'五容第三君主)
高橋亀吉氏、日本資本主義俊達奥第四章以下
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第

三

十

六

巻

一

O
四

に
う
ご
め
い
て
居
る
聞
に
障
に
械
賓
と
内
容
充
賞
に
力
を
得
た
百
貨
庖
の
争
覇
戦
が
初
め
ら
れ
て
居
に
。

わ
が
国
に
お
け
る
百
貨
底
出
張
版
寅
白
由
貿
展

一0
0
0

第
六
披

(
註
二
)

日
清
戦
争
直
後
の
三
越
高
島
屋
白
内
部
経
轡
版
寅
技
術
の
鑓
卒
、

ζ

白
地
般
に
立
A
J

た
明
治
コ
一
十
七
年
の
三
越
、
四
十
三
年
の
松
坂
屋

白
近
代
的
企
業
形
態
た
る
曾
枇
組
織
へ
の
推
移
、
特
に
世
界
大
戦
後
の
日
本
資
本
主
義
の
飛
跡
的
棋
院
展
に
伴
ふ
百
貨
府
企
業
の
泊
目
ナ

ベ
き
費
展
は
大
正
八
年
の
白
木
屋
、
松
屋
、
高
島
屋
大
正
九
年
白
十
合
、
大
丸
白
会
資
組
織
へ
の
獲
夏
、
三
越
の
宥
資
が
主
〈
我
等
に

一
示
す
所
で
あ
る
。
か
〈
て
百
貨
底
企
業
白
後
遺
は
一
一
回
日
本
資
本
主
義
の
資
展
由
民
を
な
ナ
。

こ
れ
ぞ
劃
期
勤
と
し
て
百
貨
庄
は
敷
的
増
設
と
共
に
賀
的
麓
化
が
も
た
ら
3
れ
た
。
株
式
組
織
の
百
貨
庖
に
就
て

見
れ
ば
大
E
十
ニ
年
じ
僅
か
五
一
耐
に
り
し
も
の
が
昭
和
元
年
仁
十
三
献
昭
和
四
年
仁
は
二
十
四
一
世
と
な
勺
て
ゐ
る
。

一
方
不
況
の
進
行
、
園
民
購
買
力
の
蹴
返
は
必
然
的
に
ヒ
U
Y

ジ
ユ
一
教
授
の
所
調
高
根
需
要
の
震
の
存
在
と
し
て
ゆ

百
貨
底
の
存
績
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
か
く
て
他
方
勢
賃
地
代
の
低
下
と
相
待
っ
て
「
大
購
買
力
の
差
額
地
札
」

主吉
弘~
つ q
f-g 
-15) 目

o ;." 

-. 
凸

ロ...，. 

0.. 
(1) -. 

ぴq.， 
0' 
u; 

'" (1) -. 
n 
ロ

何
一
口

E
=『

印
}
内
『
白
『
円
)

の
震
の
多
量
販
責
主
義
安
物
本
位
へ
の
傾
向
を
も
た
ら
す
事

多
量
販
買
は
既
得
市
場
の
集
約
的
開
拓
と
新
市
場
の
獲
得
に
よ
っ
て
遂
げ
ら
る
。

前
者
の
方
法
と
し
'

て
蓮
ば
れ
る
の
が
土
足
自
由
主
義
、
ナ
ー
グ
ィ
ス
の
過
大
化
、
催
物
政
策
、
特
債
販
買
政
策
、
贋
告
の
改
善
、
後

者
の
方
法
と
し
て
選
ば
れ
る
の
が
百
貨
底
の
中
産
階
級
へ
の
進
出
と
地
方
進
出
で
あ
る
。
地
方
進
出
の
方
法
に
色

色
々
あ

ι。
然
し
、
向
固
定
資
本
の
殆
ん

E
要
せ
十
経
費
回
牧
の
蓮
な
る
事
、
間
取
扱
商
品
及
出
張
期
蓮
揮
の
自

由
に
よ
る
固
定
底
に
見
る
業
務
繁
閑
の
招
来
を
避
け
う
る
こ
と
、
同
出
張
地
域
の
康
範
固
に
し
て
且
そ
の
購
買
力

に
膳
十
る
伸
縮
自
由
の
可
能
は
、
地
方
進
出
方
法
と
し
て
最
合
理
的
な
も
の
と
し
て
出
張
販
買
に
各
底
の
力
が
注

が
る
・
3

に
至
っ
た
所
以
で
あ
っ
て
、
最
近
に
於
て
は
出
張
販
責
は
こ
れ
を
平
面
的
に
そ
の
地
域
上
よ
り
見
れ
ば
、

松田恨三者 デイfートメ y トストア八七一百二頁
瓶島兵庫氏 百貨腐の大接戦(改造昭和五年三月蚊)
ダイヤモ:/1-"祉編経務記事白基礎知識 1138頁
J. Hirsch， Die .Bedeutuilg-des ¥Varcnhau; in der-V叫kswintschatt. (Probleme 
des WaTenhauses S. 64) 
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比
鞭
的
購
買
力
の
少
い
樺
太
・
琉
球
・
南
洋
よ
り
「
無
し
」
と
の
回
答
を
得
た
の
を
除
い
て
は
内
地
植
民
地
の
全
面

に
行
亙
っ
て
居
り
、
こ
れ
を
立
瞳
的
に
人
口
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
、
六
千
の
町
に
ち
向
コ
一
越
の
出
張
を
見
た
色
の

-
也
あ
る
。
尤
も
流
動
経
費
を
比
較
的
多
〈
要
し
、
時
期
に
闘
し
、
地
域
に
闘
し
、
商
品
に
闘
し
、
街
一
定
の
限
界

あ
り
と
は
い
へ
他
の
形
態
が
概
し
て
固
定
的
非
可
動
的
な
る
に
封
し
最
も
自
由
な
る
地
方
進
出
の
形
態
で
あ
る
と

T
A
P
A

事
が
出
来
る
の

以
上
は
百
貨
唐
出
張
販
貰
畿
展
の
素
図
的
な
事
買
で
あ
り
普
遍
的
な
前
提
で
あ
る
。
然
し
各
府
が
出
張
販
頁
に

よ
り
具
憧
的
に
目
的
と
し
た
所
は
勿
論
夫
々
異
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
概
念
的
に
三
つ
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。

山
白
山
川
の
ナ
l
グ
武
州
怖
の
鴻
什
ふ
も
の
、

mw臨
時
v
l
ク
利
用
的
意
識
を
有
す
る
古
川
町
、
特
ド
一
壮
年
に
於
て
は
滞

貨
所
分
的
意
義
を
有
す
る
も
の
、
間
出
張
販
責
よ
り
の
直
接
の
牧
盆
金
目
的
と
し
て
行
ふ
色
の
。
以
上
は
た
Y
概

念
的
に
分
類
し
た
ま
で
V
あ
っ
て
貫
際
上
に
は
こ
の
三
者
が
お
互
に
錯
綜
し
て
行
は
る
〉
事
は
云
ふ
迄
色
な
い
。

然
し
、
大
瞳
其
の
目
標
の
異
る
に
よ
り
必
然
的
に
そ
の
も
と
に
於
け
る
管
業
方
針
の
相
田
識
が
も
た
ら
さ
れ
る
語
で
、

例
へ
ば
第
一
義
の
出
張
販
寅
に
あ
り
で
は
務
め
て
自
庄
の
信
用
の
維
持
に
つ
と
め
そ
の
放
を
他
日
の
顧
客
の
白
底

へ
の
誘
引
、
通
信
販
責
へ
の
期
待
、
出
張
販
買
に
罰
す
る
吐
曾
的
風
評
の
好
化
に
求
む
る
に
勢
い
、
第
二
の
意
義

を
有
す
る
色
の
は
地
方
の
流
行
、
年
中
行
事
の
中
央
都
市
に
後
名
う
事
、
地
方
の
賓
用
本
位
を
利
用
し
て
廉
責
に

よ
っ
て
自
唐
の
ス
ト
ッ
ク
を
蓮
に
、
大
量
的
に
所
分
せ
ん
と
す
る
色
の
で
あ
っ
て
、
後
展
的
に
見
れ
ば
前
者
よ

b

後
者
へ
の
時
代
的
推
移
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
出
張
販
貰
よ
り
の
直
接
の
利
益
は
各
庄
の
こ
れ
に
重
心
を
お
〈

わ
が
圃
に
和
け
る
百
貨
底
出
張
販
責
の
費
展

第
三
十
六
巻

一O
O

一O
五

第
六
貌

J. Hirsch， -a. a. 0 S. 70 
w. Sombart， a. a. 0岨 s.81 
都市に於げる支分底四増設、遠鏡膚ID~)~峰、間違区域白鎖大、郊外電車~l'
ーミナノレ陀於げる版責盾D 設置、遁信販賞、出張販賞、治極的な方法止しで
百貨腐の交通機関との蓮絡設備、無料乗車券の問布、地方新開への康管、宣
f事等を奉げる事が出来る。
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あ
が
固
に
お
け
る
百
貨
届
出
張
版
費
白
後
展

一O
O
二

第
六
披

一O
六

第
三
十
六
治

と
否
と
に
闘
は
ら
宇
共
に
望
む
所
な
り
と
睡
も
、
直
間
接
の
経
費
の
増
大
は
十
分
そ
の
期
待
を
満
足
せ
心
め
得
ま

あ
も
の
で
あ
り
、
今
日
こ
の
意
味
で
大
き
な
放
果
を
奉
げ
て
ゐ
る
の
は
高
島
屋
の
み
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
兎
に

角
こ
れ
等
の
三
つ
の
目
的
が
出
張
販
責
へ
具
髄
的
に
百
貨
庖
を
刺
戟
す
る
所
以
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。

以
上
に
於
て
私
は
出
張
販
買
の
た
め
百
貨
庖
を
刺
戟
す
る
一
般
的
の
原
因
と
具
瞳
的
に
各
屈
が
こ
れ
に
よ
り
獲

得
ぜ
ん
と
す
る
目
的
に
よ
る
出
張
販
買
の
三
の
型
を
明
仁
し
れ
。
然
し
我
等
は
似
面
地
方
消
費
者
側
の
出
張
販
買

い
到
す
あ
特
製
も
忘
れ
て
い
仏
な
ら
な
レ
。
蓋
し
百
賞
肢
の

7
l
ク
は
地
方
民
に
と
っ
て
は
こ
砲
の
憧
慣
の
的
で
あ

り
中
世
的
な
地
方
小
頁
庖
の
情
質
的
販
責
法
に
封
し
、
百
貨
底
の
陣
列
主
義
、
定
-
値
主
義
、
魅
惑
的
な
サ

1
デ
ィ

ス
、
慶
告
法
は
、
出
張
販
賓
が
小
責
盾
の
反
封
運
動
に
よ
っ
て
一
の
年
中
行
事
化
す
る
事
長
」
相
待
っ
て
刺
戟
の
少

な
い
地
方
民
に
と
っ
て
は
一
の
大
き
な
期
待
で
あ
る
。
勿
論
近
年
出
張
販
貰
に
封
抗
し
て
の
婦
人
舎
青
年
曾
等
の

.
変
郷
運
動
の
進
行
に
つ
れ
て
や
〉
冷
静
に
な
っ
た
傾
あ
る
も
、
術
小
貰
底
の
反
封
運
動
を
お
し
て
松
江
市
、
樟
市
、

若
松
市
、
佐
世
保
市
の
如
く
消
費
者
側
よ
り
出
張
希
望
の
申
込
を
百
貨
唐
に
劃
し
な
し
つ
〉
あ
る
地
方
の
存
在
を

見
る
時
、
出
張
販
買
が
地
方
民
に
取
っ
て
は
如
何
に
大
き
な
期
待
で
あ
る
か
す
覗
は
れ
る
の
で
あ
る
。

出
張
販
買
は
以
上
の
如
〈
百
貨
庇
側
の
事
情
と
地
方
消
費
者
側
の
欲
求
の
そ
主
に
稜
展
し
た
。
然
し
我
等
は
更

に
謹
ん
で
出
張
販
買
が
何
故
我
が
園
に
於
て
特
に
著
し
い
後
展
を
見
に
か
、
そ
の
原
因
は
何
れ
よ
り
来
る
か
に
就

て
一
考
を
廻
ら
す
必
要
が
あ
る
。
間
我
が
圃
の
百
貨
底
の
多
〈
が
央
服
底
よ
り
後
展
し
た
事
バ
そ
の
原
因
の
一
で

め
る
。
我
が
園
の
六
大
百
貨
底
に
就
て
見
て
も
既
に
封
建
時
代
に
於
て
一
一
流
呉
服
唐
た
り
し
も
の
が
資
本
主
義
の

'7) 京都丸物が出張販賓の目標を通信販賢への期待に求かと云(~天満屋(岡山)が
出張IDi責はJ!lc金公害に係はらず質物宣f専の傍之を行ょ、と回答せる主01...
又札幌三越の知曹は関JiS披露の魚昨年大月室跡地方1t:出張阪費を行ヲて居
る内

18) 前面仲子氏、百貨腐の出張販寅(商肩界昭和七年度臨時増刊}
19) 有賀路部著、百貨腐の跳躍小責腐の封策 156頁



風
潮
に
の
っ
て
そ
の
組
織
を
夏
め
た
も
の
で
あ
む
。
蓋
し
呉
服
類
は
そ
の
需
要
が
季
節
的
に
一
定
し
、
業
務
の
繁

閑
の
招
来
を
避
け
る
意
味
よ
り
云
っ
て
丸
、
永
績
的
形
態
た
る
支
分
居
の
設
置
よ
り
も
中
央
よ
り
の
出
張
で
そ
の

需
要
を
充
す
事
の
よ
り
有
利
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
ゐ
る
。
故
に
出
張
販
貰
は
後
に
遁
ペ
る
如
く
今
日
の
百
貨
庄

の
未
だ
呉
服
底
時
代
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
、
今
日
の
百
貨
庖
の
出
張
販
買
も
或
意
味
で
は
営
時
の
風
習
の
慣
習

的
構
績
と
も
一
宮
ぴ
得
る
の
で
あ
&
。

mw
蓮
鎖
居
、
通
信
販
貰
府
の
如
き
新
小
貰
形
態
の
未
胤
棋
連
も
出
張
販
買
を
我

が
園
濁
特
の
も
の
た
ら
し
か
る
に
力
あ
っ
た
と
云
へ
ょ
う
。
高
島
屋
本
府
調
査
部
殺
行
の
「
蓮
鎖
庖
の
展
望
」
に
土

heJ
底
数
の
小
貰
庖
鱒
放
の

』
。
ミ

に
及
び
貰
上
額
パ
ア
小
責
綿
額
の
日
・

3
小
伝
占
め
て
居
る
最
近
の
米
園
、
そ
の
他

叫
剛
洲
諸
岡
田
し
闘
す
4
4
澗
哉
の
一
結
果

r
一
二
の
捕
紫
紺
肱

h

食
堂
じ
し
か
止
ん
で
周
お
い
執
聞
の
宅
れ
L
」此

府
杭
y
r
h
b白
川

J
-
-
1
 

鞍
す
る
と
き
非
常
に
貧
弱
な
事
を
了
解
出
来
る
の
で
あ
る
。
特
に
我
圃
の
商
品
の
規
格
統
一
の
難
か
し
い
事
、
呉
服

の
縞
柄
や
色
彩
が
複
雑
に
し
て
取
替
品
の
多
い
事
に
よ
る
通
信
販
買
の
行
は
る
〉
事
の
少
い
事
は
必
然
的
に
質
物

持
廻
り
の
出
張
販
責
を
接
展
せ
し
め
た
大
き
な
原
因
を
な
し
て
居
る
。
間
狭
地
多
都
市
に
よ
る
都
市
の
密
集
色
亦

(註=一〉

出
張
販
買
の
接
展
一
か
我
が
園
に
著
し
い
所
以
で
あ
る
。
こ
の
事
は
米
圃
の
如
き
都
市
村
落
が
贋
地
域
に
散
在
す
る

事
が
経
費
の
関
係
上
に
於
て
も
通
信
販
買
に
走
る
に
至
っ
た
と
反
封
の
理
由
で
鰹
費
上
出
張
販
責
を
償
は
し
め
た

の
で
あ
る
。
向
百
貨
底
の
都
市
偏
在
色
そ
の
一
の
原
因
と
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
我
が
園
の
百
貨
庖
の
敷
は
約
八

十
と
稽
せ
ら
れ
て
居
る
炉
、
そ
の
大
部
分
は
六
大
都
市
に
集
中
若
し
く
は
之
を
本
擦
と
す
の
も
の
で

A
h、
百
貨

庖
の
責
上
高
の
如
き
も
東
京
市
に
於
て
は
小
葺
組
額
の

1
一3

に
及
ん
で
居
る
左
云
は
れ
て
居
る
加
も
、
今
や
各

わ
が
圃
に
お
け
る
百
貨
届
出
張
版
責
白
賛
展

第
六
務

O 
七

第
三
十
六
容
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わ
が
圃
に
お
け
る
百
貨
届
出
張
阪
貰
の
資
展

第
三
十
六
巻

第
六
時
抗

一O
O
四

O 
i¥. 

屈
が
地
方
に
於
け
る
支
分
底
の
憤
張
に
努
力
し
つ
〉
ゐ
る
事
と
共
に
営
時
に
於
け
る
百
貨
底
の
都
市
偏
在
を
物
語

る
る
の
な
る
が
、
こ
れ
が
出
張
販
貰
の
一
の
原
因
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
向
地
方
に
於
け
る
小
責
屈
の
無
自

畳
も
そ
の
一
の
原
因
で
中
世
的
情
貫
闘
停
に
謝
す
る
嫌
悪
は
出
張
販
責
へ
の
欲
求
と
な
っ
て
表
は
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
於
て
私
は
出
張
版
寅
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
り
後
日
胤
し
又
何
故
我
山
か
岡
に
濁
り
特
異
の
畿
展
九
む
な
し
た

も
の
な
る
か
に
就
て
嘩
ぺ
た
。
以
下
そ
の
後
展
の
具
髄
的
の
脱
出
に
就
て
考
察
す
る
事
に
し
よ
う
。

(
註
=
一
)

我
が
園
の
都
市
構
成
を
見
る
に
一
の
大
都
市
を
中
心
ー
と
し
て
中
小
都
市
は
恰
も
一
の
衛
星
的
存
在
と
な
っ
て
支
は
れ
て
居
る
と
云
討
。

か
ふ
る
都
市
構
成
は
必
然
的
に
出
張
販
寅
に
有
利
な
形
容
な
る
事
云
ふ
迄
も
な
い
。

=
一
、
出
張
販
責
韓
展
の
蹴
況

百
貨
唐
の
出
張
販
責
は
以
上
に
蓮
ベ
し
如
〈
、
資
本
主
義
援
展
上
の
客
観
的
情
勢
と
、
我
圃
の
特
種
事
情
に
よ

り
、
特
異
の
後
展
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
既
遮
の
却
〈
明
治
年
間
に
求
め
る
事
が
出
来
る
。
例
へ

ぱ
三
越
は
三
井
呉
服
居
時
代
た
る
明
治
三
十
三
年
四
月
既
に
新
潟
長
岡
地
方
に
出
張
を
な
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
呉
服

類
は
そ
の
需
要
が
季
節
麗
夏
期
に
一
定
し
て
ゐ
る
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
営
時
に
於
て
は
、
主
と
し
て
呉

服
類
に
就
て
、
大
都
市
を
劃
象
と
し
て
行
は
れ
た
色
の
で
あ
っ
た
。

左
表
は
各
都
市
に
於
て
初
め
て
百
貨
庖
の
出
張
を
見
だ
時
を
時
代
別
に
分
け
て
、
人
口
と
の
閥
聯
に
於
て
見
た

朕
況
で
あ
る
。
出
張
販
責
は
或
は
臨
時
的
に
、
随
時
的
に
、
或
は
定
時
的
に
行
は
る
〉
が
、
主
と
し
て
定
時
的
に

24) Neal， Reatilin~ and the p"I，!ic， p. 62 
25)平井泰太郎氏、百貨底白現在及将来{園民経済雑誌第五十念第一波〉
26)東京市臨時商業調査舎が貸施したした昭和六年六月1ft日現在に於ける最近ー

ヶ年の商業調査の結果による。これに封しては三越の北田内氏の反駁文があ
る。
北国内蔵司氏、百貨底聖判、受庖問題に就て(経済情報1昭和七年九月)



行
は
る
〉
も
の
で
め
り
、
例
A
T
然
ら
や
と
も
一
度
出
張
を
見
た
地
は
そ
の
後
も
引
績
き
出
張
さ
れ
る
事
の
多
い
閥

係
上
、

一
腰
こ
れ
以
来
百
貨
唐
の
進
出
・
乞
見
た
年
代
と
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
以
上
の
表
か
ら
我
等
は
次
の
事
を

知
る
事
が
出
来
る
。
第
一
之
を
綿
鰹
的
に
見
る
時
に
は
出
張
販
買
は
そ
の
範
固
に
於
て
年
々
蹟
大
し
つ
冶
あ
る
。

第
-
表

都
市
数
よ
り
見
た
る
百
貨
底
初
回

出
張
白
時
代
的
分
布

答

一
一
川
町
叶

u
w一
明
治
-
大
正
二
一
大
正
七
十
対
面
』
昭
和
一
コ
一
一
回

一
J
E
¥
¥

一

一

均

一

年

一

一

年

一

年

一

十
¥
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第
二
表

同
上
大
正
十
二
年
以
後
白
状
兆

十

年

年

年

一

年

三

年

z
一
年
一
四
年
一
五
年
一
六
年

寸
一
1

1

1

1
寸
パ
寸
!
寸
j
寸
|
寸

1
一

一

l
一

二

↑

」

二

l
一

二

|
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こ
れ
が
抱
芽
は
明
治
時
代
に
見
る
事
は
出
来
る
が
、
第
二
期
の
後
宇
よ
り
第
三
期
の
前
竿
に
か
け
て
は
世
界
大
戦

の
好
況
に
恵
ま
れ
た
百
貨
庖
の
増
設
、
舎
世
組
織
へ
の
謹
更
の
行
は
れ
た
時
代
で
あ
っ
丸
、
こ
の
時
代
に
於
て
は

都
市
の
需
要
の
充
買
は
地
方
を
顧
る
暇
な
く
、
こ
の
時
代
に
於
で
進
出
を
見
た
都
市
載
は
相
劉
的
に
は
誠
少
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
出
張
販
買
の
注
目
す
ペ
き
進
展
は
震
災
後
の
大
正
十
二
年
を
境
と
し
て
な
さ
れ
て
居
る
。
各
百

わ
が
闘
に
お
け
る
百
貨
届
出
張
販
賞
の
費
展

第
三
十
六
巻

一O
O
五

第
六
時
菰

一O
丸

照

日

参

九

一

主

日
放
。
ι十日計一

一ムハ

7
月
b

叶
十
月
μ
四
サ

月
第
7
年
「

八
年
日
八
川
町

年
十
コ
和
/

七
第
配
昭
掲

和
、
L

、前

昭
ト
h
閣
、

、
ス
回
新
著

問
ミ
」
即
日
三

新
ノ

h
毎
慌

知
コ
J

阪
同

報
Z
W
大
松

7
8
9
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2
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わ
が
蝿
に
お
け
る
百
貨
盾
出
張
販
責
白
叫
官
民

第
三
十
六
港

一O
O
六

第
六
競

O 

貨
庖
は
こ
れ
を
境
と
し
て
砦
業
政
策
を
麗
夏
し
多
量
販
責
主
義
、
支
分
庖
の
増
設
に
カ
を
注
ぎ
、
こ
れ
に
件
ふ
百

貨
庖
の
過
剰
は
到
底
中
央
都
市
の
み
の
購
買
カ
で
は
有
利
に
鮭
替
の
持
震
が
出
来
な
く
な
り
、
百
貨
庖
の
地
方
へ

の
進
出
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
今
迄
倫
漸
増
的
牧
盆
を
血
中
げ
て
ゐ
た
百
貨
庖
の
牧
盆
率
の
減
少
し
始
め
た

轄
換
期
と
も
一
苫
ふ
べ
き
昭
和
三
年
及
び
そ
れ
以
後
の
不
景
気
の
進
行
に
つ
れ
て
如
何
に
虞
〈
地
方
へ
進
出
し
初
め

甲
・
，
キ
A
h

、

み

l

、力
h
i
H

昭
和
七
年
の
前
宇
期
迄
丈
で
も
新
な
る
進
出
都
市
教
が
六
十
七
都
市
に
蓮
し
て
居
る
事
を
見
て
も
知
り

特
色
る
。
こ
れ
を
更
に
人
口
と
め
闘
聯
に
於
イ
し
見
れ
ば
明
治
時
抗
仁
於
て
主
と
し
て
人
口
玉
官
同
日
上
の
都
布
仁
於

て
、
五
高
か
ら
二
高
迄
の
都
市
は
大
正
十
二
年
以
後
に
於
て
、
二
高
以
下
の
都
市
に
於
て
は
昭
和
二
年
以
後
に
於

て
始
め
て
の
出
張
を
見
に
都
市
の
相
劉
的
に
多
い
事
を
知
る
事
が
出
来
る
。
割
払
等
は
以
上
の
事
貫
よ
り
衣
の
事
を

知
る
。
百
貨
底
の
出
張
販
責
は
年
々
そ
の
範
園
的
に
掠
大
し
つ
〉
あ
る
事
、
特
に
震
災
以
後
甚
だ
し
き
こ
と
及
び

そ
の
進
出
は
人
口
の
多
い
都
市
よ
り
順
衣
に
小
都
市
へ
及
ん
で
居
る
こ
と
。

衣
に
こ
れ
を
地
方
別
に
就
て
見
る
。
元
来
出
張
販
買
は
中
央
都
市
に
於
げ
る
斬
新
、
廉
償
、
良
質
の
商
品
、
魅

惑
的
な

7
1
ク
ヤ
』
以
て
.
地
方
民
を
幻
惑
し
、
そ
の
好
奇
心
を
刺
戟
す
る
事
に
数
果
を
求
な
る
必
然
の
結
果
と
し

て
、
こ
れ
が
普
及
を
地
方
別
に
見
る
時
は
先
づ
そ
の
後
達
し
た
の
は
中
央
都
市
か
ら
比
較
的
迂
遠
な
地
方
に
於
て

で
あ
る
。
三
越
の
最
初
の
出
張
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
新
潟
長
岡
地
方
で
あ
り
、
績
い
て
選
ば
れ
た
の
は
東
北

(
明
治
四
十
一
年
以
後
)
北
海
道
(
大
正
十
二
年
以
後
)
で
あ
b
、
東
京
高
島
屋
が
百
貨
腐
と
し
て
の
最
初
の
出
張
地

も
亦
新
潟
地
方
で
あ
る
事
は
こ
の
事
買
を
裏
書
し
て
ゐ
る
。

30)松田恨三氏、百貨屈の地方進出(企業経瞥第六巻第川被〕
31) 東津経済新報ー凶七三蹴



こ
れ
を
更
に
左
の
表
に
就
て
見
る
も
出
張
販
買
の
比
鞍
的
早
〈
接
達
し
て
ゐ
る
の
は
、
北
陸
、
東
山
、
東
北
、

北
海
道
、
四
国
等
比
較
的
迂
遠
な
地
方
で
あ
っ
て
、
関
東
近
畿
地
方
の
如
き
百
貨
居
の
中
心
地
、
中
園
、
九
州
地

方
の
如
き
比
械
的
繁
華
な
地
方
に
於
て
は
寧
ろ
後
れ
て
後
遺
し
て
ゐ
る
事
を
知
る
事
が
出
来
る
。
更
に
百
貨
庄
の

出
張
販
責
の
手
は
植
民
地
に
も
延
び
毒
漕
満
洲
に
於
て
は
大
正
十
二
年
、
朝
鮮
は
大
正
九
年
の
頃
よ
り
夫
々
百
貨

第
一
四
一
蓑

同
右
(
第
一
表
)
地
方
別
よ
り
見
た
る
耽
畑
山
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一
方
百
貨
居
の
進
出
が
か
く
金
同
化
す
る
と
共
に
他
方
既
進
出
都
市
に
就
て
の
出
張

回
数
の
集
約
度
の
増
加
も
考
へ
得
ら
る
。
尤
も
各
都
市
に
就
て
見
る
時
出
張
回
敷
の
増
加
す
る
地
方
(
例
へ
ば
甲

居
の
進
出
を
う
け
て
ゐ
る
。

府
市
)
、
選
化
な
き
地
方
(
例
へ
ば
和
歌
山
市
J

瀬
戸
市
)
、
誼
に
神
戸
市
金
津
市
の
如
く
近
年
出
張
販
責
を
殆
ん
ど

わ
が
圃
に
お
け
る
百
貨
底
出
張
版
賓
の
賛
展

一の
O
七

第
六
波

第
一
一
一
十
六
巻

、
集
和

屋
て
昭

坂
あ
、

松
極
は

屋
て
張

古
し
出

名
と
の

で
心
へ

事
中
方

自
を
地

近
勝
本

最
近
も

で
来
曹

し
以
刻

、
と
頃
の

主
芋
虫

A

-

は九一一一

白
正
で

た
大
の

め
が
も

始
膚
岳

し
貨
ま

及
百
始

普
方
に

白
地
し
。

責
の
せ
る

版
等
を
あ

張
屋
由
民
で

出
梗
版
事

も
棺
張
の

方
、
出
降

地
屋
な
以

海
一
的
年

東
十
約
二

2
 

4
3
 



第
三
十
大
血
管

見
rc
る
に
至
っ
た
地
方
の
如
主
ニ
つ
の
形
態
を
考
へ
る
事
が
出
来
る
。

b
が
園
に
お
け
る
百
貨
届
出
張
版
賓
の
饗
展

第
六
時
硯

一
一

一O
O
八

左
は
回
答
中
に
於
け
る
比
較
的
精
密
な
資
料
の
備
っ
た
十
二
郡
市
に
つ
い
て
そ
の
出
張
回
数
の
麗
壇
を
見
に
の

で
あ
る
が
、
範
国
的
に
存
利
な
出
張
地
域
の
無
く
な
っ
た
昭
和
六
年
以
降
(
昭
和
七
年
は
前
半
期
で
三
十
七
回
に

逮
す
)
特
に
回
数
の
多
〈
な
っ
て
居
る
事
が
ほ
Y
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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百
貨
庖
の
出
張
販
買
の
費
展
は
た
Y

に
回
数
に
於
て
の
ム
な
ら
十
出
張
販
賓
の
意
義
に
於
て
も
亦
取
扱
商
品
に

就
て
も
見
る
事
が
出
来
る
。
出
張
販
買
は
そ
の
初
期
に
於
て
は

T
1
グ
宜
惇
的
意
味
を
も
っ
て
後
展
し
た
の
で
あ

担

っ
て
、
こ
の
時
に
於
け
る
取
扱
商
品
は
高
根
呉
服
類
が
多
く
責
行
よ
り
も
寧
ろ
百
貨
庖
仁
劃
す
る
信
用
の
獲
得
に

重
駄
が
置
か
れ
た
。
然
る
に
震
災
後
に
於
け
る
百
貨
底
の
大
衆
化
、
従
っ
て
中
産
階
級
目
標
政
策
は
出
張
販
買
に

於
て
色
必
然
的
に
廉
債
品
へ
の
取
扱
商
品
の
推
移
を
来
し
出
張
販
賓
の
意
義
は
マ

1
ク
宣
停
的
意
義
よ
り
宣
侍
さ

れ
に

7
1
ク
を
利
用
す
る
意
味
を
も
っ
て
来
、
特
に
最
近
の
不
景
気
の
結
果
ス
ト
ッ
ク
所
分
的
意
義
を
も
っ
て
額

れ
て
来
に
の
で
あ
あ
。
と
の
事
は
他
面
に
於
て
間
政
策
と
相
待
っ
て
出
張
販
買
に
於
り
る
取
扱
商
口
聞
を
増
加
ぜ
し

め
、
呉
服
類
よ
ト
ノ
詐
品
、
雑
貨
、
小
間
物
か
ら
食
糧
品
仁
歪
弓
迄
取
扱
は
e
o
h
ド
至
ア
f
h
u

か一、
J

る
也
脹
販
寅
mw

取
扱
ふ
商
品
種
類
の
増
加
は
一
面
出
張
販
買
を
し
て
盟
・
に
季
節
麓
動
期
の
み
な
ら
や
常
時
的
存
在
と
し
て
後
展
せ

し
む
る
に
至
っ
た
。
以
上
に
於
て
在
は
我
が
固
に
於
て
出
張
販
買
が
そ
の
出
張
範
固
に
於
て
、
出
張
回
数
に
於
て
、

如
何
に
畿
展
し
た
か
を
考
察
し
、
特
に
震
災
後
に
於
て
は
そ
の
度
教
の
み
な
ら
宇
質
的
に
も
重
夫
な
盤
革
を
来
し

た
事
を
の
ペ
た
。
然
ら
ば
こ
の
出
張
販
買
の
畿
展
は
如
何
な
る
勤
に
ま
で
及
ぶ
べ
き
も
の
だ
ら
う
か
。

四

出
張
販
葺
韓
展
の
限
界

出
張
販
貰
は
小
責
商
業
に
於
け
る
集
中
形
態
の
一
表
現
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
然
し

E
大
責
本
の
投
じ

た
出
張
販
貰
な
る
網
の
目
に
も
常
多
少
の
こ
ぽ
れ
目
の
存
在
は
否
定
出
来
な
川
o

少
く
と
も
事
長
…
来
に
於
て
は

わ
が
固
に
お
け
る
百
貨
応
出
張
版
賓
の
費
展

第
六
時
抗

一一
一一

第
三
十
六
巻

一0
0
九

33)前田仲子氏、前掲論文
34) 下関商工曾議所編、調査 k研究-~五拡
35) Hudolf Hilferdmg: Das-Finanzl<apitaI(林要氏詩、改造社版400-401頁〉

松田1民三氏、百貨居。地方進出(企業経瞥第六巻第四競〉
36)有樺康己氏、小市民の生命問題(日本圃民九月披)



競第品
世

鴇
市

姉止「経凪
官経題本

・
根

"
の

z

和
さ
れ
た
事
情
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
他
方
地
方
民
の
購
買
力
を
左
右
す
る
出
張
地
の
幾
多
の
事
情
の
存
岨
幣

の
影
響
は
否
定
出
来
な
い
。
人
口
は
一
地
方
の
購
買
力
の
表
現
と
し
て
最
も
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
か
。
噴
川

ノ
{
d

L
一山

彦町山
士
回
目

口一川
谷
Ni

わ
が
国
に
お
け
る
百
貨
届
出
張
版
賓
の
賛
展

第
三
十
六
巻

一O
一O

出
張
販
責
が
地
方
小
責
屈
の
機
能
に
全
然
代
位
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
ふ

ο

。
私
は
こ
の
貼
に
闘
し
て
間

第
六
時
嗣

四

出
張
地
の
肢
況
、
間
出
張
の
時
期
、
期
間
世
に
間
取
扱
商
品
に
就
て
一
定
の
限
界
を
見
出
し
得
る
と
思
ふ
。
出
張

販
買
は
之
を
地
域
的
に
見
れ
ば
局
地
的
(
円
。
門
戸
一
)
地
方
的
合
同
門

Z
S同
一
)
全
国
的

(
Z
p
t
o
E
一
)
の
三
つ
の
型
を
考

へ
う
る
が
、
元
来
出
張
地
域
の
無
統
制
は
殻
果
上
に
於
て
、
経
費
上
に
於
て
、
必
十
し
も
有
利
な
結
果
を
驚
ら
さ

十
、
近
時
地
方
百
貨
庖
は
局
地
的
乃
至
地
方
的
出
醍
販
貰
の
形
な
と
り
、
大
百
貨
府
に
於
で
も
例
へ
ば
東
京
一
ニ
鵡

は
静
岡
以
東
信
越
地
方
、
大
阪
高
島
屋
は
大
阪
以
西
、
神
戸
一
ニ
越
は
耐
門
戸
以
西
近
庫
牒
下

ι
い
ふ
慌
に
本
支
時
間

に
地
域
的
に
一
定
の
協
定
を
設
け
る
に
至
っ
た
。

か
う
る
協
定
内
に
於
て
も
そ
の
可
能
乃
至
集
約
度
に
は
一
定
の

限
界
が
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
上
都
合
的
空
気
の
濃
厚
な
中
央
都
市
に
近
接
し
た
地
及
び
極
め
で
遠
距
離
の
地
が
一

方
は
殺
果
上
二
方
は
経
費
上
、
普
及
し
難
い
事
は
そ
の
後
展
史
上
に
鑑
み
て
も
容
易
に
貢
定
す
る
事
が
出
来
る
。

こ
の
貼
は
近
年
の
交
通
機
関
の
後
遺
及
び
事
質
上
植
民
地
迄
も
そ
の
進
出
の
及
ん
で
居
る
事
に
よ
っ
て
、
幾
分
綬

然
し
如
何
な
る
人
口
の
土
地
を
劉
象
と
す
る
か
は
例
へ
ば
東
京
三
越
が
三
宙
開
以
上
、
大
阪
高
島
屋
が
玉
高
以
上
と

帯
し
て
居
る
如
〈
、
百
貨
庄
に
依
っ
て
そ
の
標
準
は
異
る
の
で
あ
る
が
、
大
韓
人
口
一
寓
以
上
の
都
市
に
は
行
亙
つ

て
居
る
も
、
前
そ
の
中
心
は
夫
掲
の
昭
和
六
年
度
の
一
都
市
平
均
の
結
果
で
見
て
も
人
口
十
高
か
ら
玉
高
迄
の
都

市
に
あ
る
事
を
知
る
事
が
出
来
る
。
出
張
販
貰
は
大
都
市
よ
り
地
方
都
市
へ
の
進
出
で
あ
っ
て
百
貨
底
所
在
地
の



都
市
に
行
は
れ
難
〈
以
前
行
は
れ
て
居
た
も
の
も
金
津
市
の
如
き
五
年
以
前
よ
り
、
神
戸
市
の
如
き
昭
和
六
年
末

よ
り
、
出
張
販
買
を
見
ぎ
る
に
至
っ
た
如
〈
、
そ
の
間
出
張
地
の
時
代
的
推
移
を
見
る
事
が
出
来
る
。
然
し
人
口

は
た
Y
購
買
力
の
表
現
と
し
て
の
み
意
味
を
色
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
紳
戸
三
越
が
人
口
六
千
の
山
崎
、
龍

野
、
北
保
町
に
ま
で
進
出
し
て
居
る
如
く
購
買
力
の
あ
る
所
人
口
数
の
如
何
は
問
ふ
所
で
は
な
い
。
人
口
は
叉
量

的
の
み
な
ら
宇
質
的
に
も
考
察
を
要
し
、

Z
3
5
5
氏
等
も
指
摘
せ
る
所
で
あ
る
が
、
向
呉
服
中
心
主
義
の
名
獲
を
止
め
る
今
日
の
出
張
販
買
に
於
て
は
特

に
然
り
で
あ
る
。
そ
の
土
地
の
産
業
色
亦
出
張
版
賓
の
可
否
に
重
大
な
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
足
尾
町
(
人
口

特
に
男
女
の
割
合
が
小
責
商
業
に
重
大
な
影
響
を
有
す
る
事
は

三
宙
開
三
千
)
夕
張
町
(
人
口
元
首
向
)
の
如
き
鍍
山
都
市
が
人
口
の
割
合
に
そ
の
構
成
分
子
の
購
買
力
の
低
い
閥
係
上
之
の

行
は
れ
F
る
如
き
、
或
は
浦
和
の
如
き
俸
給
生
活
者
の
多
い
地
、
桐
生
・
若
松
福
島
一
勝
)
の
如
き
百
貨
底
と
の
取
引

開
係
の
あ
る
地
方
が
殆
ん
ど
抵
抗
な
く
出
張
販
買
を
行
ひ
得
る
如
炉
出
張
地
の
事
情
が
出
張
販
責
の
可
否
に
大
き

な
働
を
有
す
る
事
を
見
得
る
の
で
あ
る
。

衣
に
出
張
販
責
の
時
期
に
就
て
見
る
に
取
扱
商
品
が
呉
服
類
に
過
ぎ
な
か
っ
た
時
代
に
は
そ
の
時
期
も
専
ら
季

簡
の
代
り
目
春
秋
二
期
を
出
で
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
.
三
越
の
出
張
の
如
き
も
大
正
十
二
年
迄
は
殆
ん
ど
十
月

に
限
ら
れ
て
居
た
。
然
し
百
貨
底
の
管
業
政
策
の
麓
化
、
取
扱
商
品
種
類
の
増
加
は
出
張
販
責
を
或
意
味
で
は
常

的
存
在
た
ら
し
め
た
。
尤
も
今
日
と
雄
色
だ
と
へ
そ
の
相
調
的
の
重
要
性
を
減
じ
た
に
係
は
ら
十
出
張
販
買
が
向

時
呉
服
中
心
的
で
あ
る
事
は
必
然
的
に
季
節
的
偏
侍
を
生
や
る
事
と
な
る
。

わ
が
園
に
剥
け
る
百
貨
届
出
張
販
責
の
費
展

第
三
十
六
巻

第
六
競

五

O 

39) Nystrom， ibid Vlll. 11 p. 130 
Neal， ibid p. 67 

40) Nystrom. ibid Vol. II p. 134. 135・
4r) Nystrom Economics of Retailig Vll p. r判例へば女数回多い群馬長野白諸

豚の都市が男勢働者の多い草冨岡隠の諸都市よ Pも出張阪賓の多い事は男女裁
の関係が一つの原因をなナと云はれて居



わ
が
聞
に
お
付
る
百
貨
応
出
張
販
貰
の
費
展

第
三
十
六
巻

O 

第
六
就

ー
ム

ノ、

こ
れ
を
そ
の
時
期
に
就
て
見
る
と
玉
、
六
月
の
夏
物
十
月
十
一
月
の
冬
物
十
二
月
の
年
末
責
出
し
の
期
に
多
い
。

い
ま
之
ぞ
某
一
流
百
貨
底
の
本
庖
に
於
け
る
責
上
額
よ
り
見
た
る
月
別
管
業
成
績
に
封
比
し
て
見
れ
ば
、
之
も
十

第
五
表

張
販

=~， I 1¥ゴ二コ害
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A
H
百
貨
庖
協
曾
加
入
百
貨
席

B
H
同
上
非
加
入
百
貨
局
、
の
出
張
回
撒

二
、
四
、
七
、
十
、
十
一
月
と
い
ふ

風
に
季
節
の
麓
h
目
に
多
〈
そ
の
繁

閑
は
大
関
出
張
販
責
の
繁
聞
と
一
致

同

-
3

〉
E
f

〉

1

3

4
z
o一

t
d
-
Z

た臼

J
1
v

工γ
L
・E
円

h
r
:

。山l
l
J
A
4
J一
彦

fLFヰ
l

見
る
時
後
者
は
幾
分
不
規
則
で
あ
h

且
幾
分
後
れ
て
居
る
事
を
接
見
す
る

の
で
あ
り
、
之
は
非
常
に
注
目
す
ペ

き
事
項
で
あ
る
が
、
兎
に
角
由
張
販

責
が
一
定
の
季
節
的
限
界
の
下
に
あ

る
事
、
而
も
之
が
呉
服
中
心
主
義
で

あ
る
結
果
極
め
て
季
節
的
影
響
の
大

き
な
事
を
知
h
J
得
の
で
あ
る
。
然
ら

ば
出
張
販
買
は
一
ヶ
月
の
中
如
何
な

る
時
期
に
行
は
る
h

か
。
回
答
に
よ

のそばれ
h
h
h
 

d
q
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h
y
之
が
上
、
中
、
下
旬
に
よ
る
規
則
性
は
殆
ん
れ
見
出
し
得
噴
き
り
し
も
、
決
し
て
無
保
件
に
行
は
る
冶
・
も
の
で
は
な

〈
、
呉
市
の
如
き
海
軍
工
廠
職
工
の
給
料
支
梯
日
が
毎
月
二
十
八
日
な
る
に
よ
り
、
八
幡
市
の
却
き
製
鶴
所
の
給

奥
日
が
毎
月
十
五
日
な
る
に
よ
り
そ
の
附
近
に
多
き
が
如
き
、
又
祭
日
そ
の
他
地
方
の
年
中
行
事
を
目
標
と
し
て

行
は
る
〉
も
の
が
多
〈
必
十
し
も
無
制
限
に
行
は
る
〉
も
の
で
は
な
い
。
又
地
方
購
買
力
が
一
定
し
、
商
品
種
類

が
ほ
Y

一
定
し
て
居
る
閥
係
上
そ
の
期
間
も
決
し
て
長
期
で
は
め
り
え
な
い
。
昭
和
六
年
に
於
け
る
右
記
の
九
十

二
都
市
の
出
張
販
寅
二
八
六
回
に
就
て
そ
の
期
聞
を
見
る
に
、

t;目!

凹
日
以
上

vト
I
M

ty不

C)岐l

割
削

品

.

ー

l
h

、.、

』

町

-
F
I
'

二ニ日
・陪!

日
間

玉
、
)

-ノ
F
(
一

右
の
如
く
そ
の
期
聞
は
二
日
間
が
最
も
多
い
。

究
に
取
扱
商
品
に
就
て
見
る
に
之
が
呉
服
類
を
主
と
サ
る
事
は
そ
の
起
源
よ
り
考
へ
て
色
想
像
き
る
〉
所
な
る

が
、
近
来
取
扱
商
品
の
増
大
を
来
し
小
間
物
、
日
用
品
、
雑
貨
、
食
糧
品
に
迄
及
ん
で
居
る
が
、
こ
れ
等
日
用
品

は
比
較
的
目
立
ち
ゃ
す
い
聞
係
上
寧
ろ
園
口
聞
と
し
て
使
は
る
〉
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
起
源
と
季
節
的
偏
侍
の
存
在

が
物
語
る
如
〈
向
出
張
販
責
の
中
心
は
英
服
類
に
あ
る
左
手
品
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
出
張
服
責
は
そ
の
性
質
上
腐
敗

性
、
損
傷
性
の
多
い
商
品
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
倫
菓
子
、
陶
磁
器
、
果
物
等
も
取
扱
は
れ
て
居
る
事
、
容
積

重
量
の
大
な
る
も
の
、
高
債
品
ι
b
避
く
べ
き
に
前
非
常
な
高
債
品
の
取
扱
は
る
〉
事
あ
る
も
皆
顧
客
吸
引
策
と
考

ふ
べ
き
で
、
出
張
販
買
が
畏
服
中
心
主
義
な
る
事
、
従
っ
て
そ
の
間
一
定
の
商
品
的
制
限
の
め
る
事
は
否
定
出
来

な
い
。
出
張
販
責
は
か
〉
る
制
限
の
一
屯
に
行
は
る
〉
も
の
な
る
が
勿
論
こ
の
制
限
も
幡
市
来
技
術
の
進
歩
、
枇
舎
的

わ
が
固
に
お
け
る
百
貨
届
出
張
版
責
白
目
安
展

第
六
披

第
三
十
六
巻

O 

ヒ

費上高は 12月、7月、10月、4用、11月、3月、5月J用、d月、2月、 9月.8月四順位で
ある

44) 出張版賓に於ては月別偏1奇は普通磐業所に於けるよりも央服類の相避的重要
性がより大なるだけ甚だしい課である
出張版賓の繁閑が近来不規則になって来た事はーl軍近来のストック虚分的意
義白重要になって来た事を物語る事にな bう



の月屋島

之
を
要
す
る
に
百
貨
底
の
出
張
販
責
は
そ
の
起
源
は
既
ぷ
朋
拍
時
代
に
求
め
う
る
が
近
来
の
不
景
気
の
進
行
と
院

中
央
都
市
に
於
け
る
百
貨
屈
の
過
剰
は
営
該
都
市
の
み
の
購
買
力
に
て
は
到
底
そ
の
多
量
販
責
主
義
の
震
に
そ
い

ひ
得
十
、
こ
れ
は
必
然
的
に
地
方
進
出
を
促
す
結
果
と
な
っ
た
。
特
に
震
災
後
は
そ
の
回
数
的
増
加
、
地
域
的
晴

大
と
と
も
に
、
去
の
意
義
化
取
扱
商
品
の
麓
壊
を
件
ひ
そ
の
勢
は
地
方
小
貫
広
に
代
位
す
る
が
如
き
有
様
と
な
っ
引

に
。
然
し
て
出
張
警
の
震
著
し
き
に
闘
は
ら
で
そ
の
性
質
上
時
に
闘
し
、
地
域
に
闘
し
、
商
品
に
闘
し
、
山

一
定
の
限
界
の
存
す
る
事
は
院
通
の
如
〈
で
あ
っ
て
、
出
張
販
貰
が
直
ち
に
あ
ら
ゆ
る
地
方
小
貰
庇
の
機
能
を
奪
肱

ふ
が
掬
〈
考
ふ
る
事
は
い
さ
也
、
か
軽
卒
で
め
る
。
然
し
こ
れ
が
地
方
小
貰
庖
に
及
ぽ
す
影
響
の
大
な
る
事
は
否
定
月

出
来
な
い
事
貰
で
あ
っ
て
、
小
買
庖
の
反
抗
蓮
動
は
こ
れ
が
凌
展
に
劃
す
る
一
大
障
害
と
な
っ
て
現
は
れ
た
の
で
野

め
る
。
こ
の
反
濁
運
動
が
如
何
な
る
過
程
を
と
り
手
段
を
と
っ
て
出
現
し
愛
展
し
た
か
は
稿
を
夏
め
て
述
ぺ
る
所
恥
日

る
な

見
可

に
を

的
」

般
行

全
に

を
旬

之
中

わ
が
固
に
お
け
る
百
貨
底
出
張
販
責
白
後
展

O 

四

i¥ 

第
占
ハ
就

第
一
一
一
十
六
巻

航
勢
の
麓
化
に
伴
ひ
そ
の
可
能
範
園
が
漸
衣
蹟
大
さ
れ
る
事
は
云
ぷ
迄
・
も
な
い
。

五

論

結

で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
反
劃
運
動
の
本
質
を
知
b
、
将
来
の
園
家
-
n
公
共
囲
睡
・
誼
に
小
貰
底
の
百
貨
底
へ
の
封
策

を
求
め
る
霜
に
は
、
地
方
小
頁
庇
に
取
っ
て
最
も
大
き
な
事
象
と
し
て
の
出
張
販
買
の
稜
展
に
闘
し
て
一
考
を
な

す
事
は
決
し
て
無
意
義
な
事
で
は
な
か
ら
う
。

、‘，，

終
に
調
査
害
回
用
用
紙
の
雛
形
を
添
へ
て
置
こ
う
。
こ
?
っ
ち
一
は
地
方
官
臆
誼
に
商
工
曾
議
所
に
出
し
た
も
の
で
あ
り
斗
は
百
貨
底
側
に
出
し
た
も

rs

、

，

，

、

の
で
あ
る
。



小
資
底
打
撃
程
度
の
蝿
理
化

(
八
〉
百
貨
届
出
張
に
避
す
る
市
、
町
民
の
態
度

(
九
〉
貴
地
曾
議
所
(
又
は
商
工
曾
)
お
よ
び
市
常
局
の
態
度

第
二
、
百
貨
腐
の
出
張
版
責
白
状
況

(
一
)
貴
地
に
4

初
め
て
百
貨
底
白
出
張
し
た
る
年
月
明
治
、
大
正
、
昭
和

(
二
)
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
出
張
版
責
せ
る
百
貨
庖
を
左
表
へ
御
記
入
下
さ
い

〈

コ

一

}

出

張

販

賓

の

合

場

会

合

堂

、

劇

場

、

族

館

、

ク

ラ

プ

、

其

他

(

《

四

)

一

回

出

張

の

推

定

責

上

高

(

最

近

)

最

高

約

困

、

最

低

約

園

、

普

通

約

(

五

)

出

張

販

貰

は

何

日

頃

多

い

か

一

ケ

中

月

の

上

旬

頃

か

、

下

旬

頃

か

、

中

匂

頃

冊

、

月

初

か

、

月

末

か

、

第
三
、
出
張
販
責
の
商
品
に
つ
い
て

(
一
〉
取
扱
商
品
の
種
類

第
て

(

一

)

(
一
一
一
)

(

凹

)

(ー〉

百
貨
底
の
出
張
販
費
に
ヲ
い
て
の
御
た
づ
ね

(
註
)
純
畢
間
的
研
究
白
た
め
誠
貫
な
る
御
協
力
を
願
び
ま
す
。
責
任
を
以
て
御
迷
惑
は
か
け
ま
せ
ん
。

不
用
の
文
字
は
抹
消
し
て
下
さ
い
。
御
回
答
は
出
来
る
だ
け
詳
し
〈
直
接
本
紙
上
に
御
記
入
御
回
途
下
さ
い
。

百
貨
庖
白
出
張
版
資
と
貴
地
小
費
腐
と
の
閥
係

貴
地
小
責
底
白
打
撃
の
程
度

打
撃
の
最
も
大
な
る
小
賀
市
周
(
順
序
附
記
』

賞
地
小
資
底
白
態
度

小
貰
庄
の
封
抗
運
動
の
方
法

へ
五
}

小
賞
盾
の
反
封
運
動

甚
大
、
大
、
中
、
小
、
僅
少

呉
服
庖
、
小
間
物
属
、
雑
貨
庭
、
其
白
他

傍
観
、
個
別
的
に
反
封
、
閣
健
的
に
反
封

同
時
大
賞
出
、
侍
質
収
賞
、
曾
場
附
況
の
路
傍
費
出
し

其
の
他
の
方
法
(

直
接
妨
害
行
勃
、
感
寅
博
、
合
同
臨
措
縮
、
百
貨
広
の
仕
入
先
的
妨
害
、

其
の
仙
〈

臨
時
協
議
曾
の
有
無
、
陳
情
、
小
貰
居
組
令
新
設
の
有
無

其

の

他

(

次
第
に
緩
和
、
・
次
第
に
深
刻
、
穏
化
な
し

歓
迎
、
出
張
希
望
の
申
込
・
嫌
悪
、
無
関
心

歎
迎
、
不
歓
迎
、
排
斤
、
出
張
費
上
に
艶
ナ
る
課
税
、
無
闘
心

fヘ

会ハ〉

小
商
且
庖
D
圃
膿
的
反
持
方
法

〈

七

)

年

月
頃

岡

呉
服
類
、

類

類

類

わ
が
園
に
拘
け
る
百
貨
唐
出
張
販
賓
の
禁
展

第
三
十
六
巻

一
O
一五

第
大
披

九

、J、ー'、町凶岬

、--

応

、--

類



わ
が
固
に
お
け
る
百
貨
底
出
張
販
責
白
骨
官
民

年年年年'半年年年年年期

腐

名

星亙T.S.
期

日日日日日日日日日日間
旦旦且問問問問問問閉同

日
旦JLJJ.1;1旦-.lL旦旦一旦旦一

年年年主j三年 11'年年年年期

日

(
二
)
出
張
阪
賓
の
商
品
債
格

三
一
)
市
慣
に
比
し
特
に
廉
債
と
思
は
る
ふ
商
品
種
類
名

(
四
〉
出
張
版
画
宜
白
商
品
。
特
徴

(
五
)
百
貨
腐
の
仕
入
は
貴
地
に
て
な
す
か

(
六
)
資
窪
田
聞
の
割
合
及
そ
の
慮
分

第
四
、
宣
停
、
，

E
H
Y
4
ス
、
使
用
人
に
闘
す
る
件

(
一
)
出
張
版
賓
の
宣
惇
方
法

〈
二
)

向
抜
販
費
白
サ
l
ず
イ
ス

使
用
人
に
ヲ
い
て

夜
間
笹
業
の
有
無

第
五
、
其
白
他
参
考
に
な
る
と
思
は
る
ム
事
項

円
=
一
)

〈
四
〉

茅
三
十
大
巻

底

名

且旦且j，Lr.!Ulfr.'t ii!f ~互~
期

日日目 I1 日日日日日日
旦旦旦r;!u翌日ij rA'l一国且r.;~ r.， 

旦}jJl且戸旦~Lll 旦旦~-

一
O
一
六

第
六
披

年年年止f'1半年年年年年期

底

日
旦旦旦)LJtll .B一旦一旦旦一

貴
地
小
貰
底
に
比
し
廉
債
か
、
同
位
か
、
官
同
僚
か

類

M
N
安

、

類

M
安、

斬
新
、
品
質
夏
、
廉
俣

中
央
よ
り
持
参
、
自
動
車
運
搬
か
、
汽
車
運
搬
か

最

高

割

、

最

低

割

、

持

蹄

り

、

挽

下

げ

、

某

の

他

新
聞
康
昔
、
ポ
Z
9
1
、
チ
ラ
シ
、
郵
便
康
昔
、
族
峨
康
昔
、
東
園
屋

其

の

他

(

景
品
附
質
向
、
特
償
版
費
、
無
料
凪
達
、
有
料
配
達
、
催
し
物
、
掛
費

外
交
員
、
茶
菜
、
営
局
招
待
、
商
品
券
費
出

英

の

他

(

使
用
人
員
(
約

有

無

、

朝

名
〉
、
貴
地
に
傭
入
(
約

時

よ

り

夜

時

主

で

名
)
連
れ
て
来
た
者

O 

名

亙旦主_.I，KJlU!iT.S };5亘且

期

日日日日日日日日日日
間 関 問 調 間 間 間 関 間 間 関

類

% 
安

r肉、

、-'、・'、-'名



百
貨
底
白
出
張
版
責
に
づ
い
て
の
御
た
づ
ね

(
註
)
純
血
平
間
研
究
の
矯
め
誠
貨
な
る
御
協
力
を
お
願
ひ
致
し
ま
ナ
。
責
任
圭
以
て
御
迷
惑
は
か
け
ま
せ
ん
。

不
用
の
文
字
は
抹
消
し
て
下
さ
い
。
御
回
答
は
直
接
本
紙
上
に
記
入
御
回
途
下
さ
い

第
一
百
貨
応
出
張
販
賓
の
情
況

(
一
〉
貴
腐
は
出
張
阪
責
を
行
は
る
L
-
P
。

行

ふ

行

は

ず

(

二

〉

貴

府

が

初

め

て

出

張

販

責

を

行

づ

た

年

及

地

名

年

月

(
=
一
)
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
出
張
販
費
せ
し
地
名
年
月
を
左
表
へ
御
記
入
下
さ
い
。

年 年 年 年

月 月 月 月

-市'h町「ι 

市
〆市、町RwJ 、

市

、町J 

r町、
) 

一
年 年 年 年 年

月 月 月 月 月

l旦
市

市r、町肉J、
市 市

( 

r、町d 、、
〆-、

、町-' 、町..... 

年 年 年 年 年

月 月 月 月 月

市 市
市r、町，、， 

市
市〆町民、

、町J 
，、町t、d 

、町J 、..... 

年 年 年 年 年

月 月 月 月 月

市、町J 

市
市r、町、〆、

，市町，、、
市」町J 

( 

、町、J 、.〆

〈ニ〉

11寺

旦一

OP ， .... 
町

j手

!且

地

11寺

J拘

~~ 

期

J手

〈

四

〉

最
も
多
〈
白
場
合
に
於
け
る
一
回
の
出
張
日
数

一
出
張
中
里
賃
上
高
は
何
日
目
が
最
高
か

一
日
中
の
責
上
は
何
時
頃
が
最
高
か

定
期
尚
援
を
行
は
る
a
A
-
F

一
ヶ
月
又
は
一
週
中
白
最
適
常
な
る
出
張
日

最
も
多
〈
利
用
さ
る
ミ
出
張
販
責
白
曾
場

円五〉

〈
ム
ハ
〉

〈

七

〉

b
が
固
に
お
け
る
百
貨
底
出
張
販
賓
の
費
畏

• U 

勝

市
(
町
〉
に
於
で

A塩

T甘
〆「

H庁、J
"，1-=:==ヰ-----

市
(
町
)
一

庁

&f-

月

;j~i 

一一

旨
ヘ
庁
J

一一

T
J
E
-
-

IlrF 

翼団

調E

相自

日寺

;j~ 

主q

~~~ 

占F

一
日
間

一
日
目

日
間

五
日
間

六
日
間

其
以
上

其
以
上

日
間

四
日
間

三
日
目

四
日
目

五
日
目

六
日
目

日
目

朝

午

前

正

午

午

後

行

ふ

行

は

ず

其

時

期

と

地

名

(

一
ヶ
月
中
白
上
句
か
下
旬
か
中
旬
か
月
火
水
木
金
土
日

公

舎

堂

族

館

倶

楽

部

劇

場

其

の

他

(

夜

、園，

、-'

第
三
十
六
巻

一
O
一
七

第
六
披



第
二
取
扱
商
品
に
闘
す
る
事
実

(

一

)

貴

腐

の

出

張

版

寅

に

取

扱

ふ

商

品

名

(

最

も

歓

迎

さ

る

ふ

も

白

よ

り

順

に

)

類

類

類

瓶

類

う

じ

商

品

の

仕

入

先

全

部

中

央

よ

り

持

参

一

部

出

張

地

で

仕

入

る

全

部

出

張

地

で

仕

入

る

円
一
一
一
)
商
品
の
運
途
中
に
於
け
る
損
傷
と
業
四
鼠
理
法
最
高
%
の
損
傷
(
商
品
名
)
最
低
%
白
損
傷
{
商
品
名

其

の

蕗

理

(

持

蹄

へ

り

て

排

干

げ

)

責

残

り

全

種

目

最

高

%

最

低

μ

業
の
廃
理
〈
持
蹄
へ
り
、
小
賀
商
へ
排
下
げ
廉
貰

最
も
普
遁
白
場
合
に
け
る
質
建
商
ロ
剛
の
割
合
及
び

其
白
庭
理
法

第
三
笠
惇
ザ

I
ヴ

4
ス
及
び
使
用
人
に
欄
ナ
る
事
項

〈
一
〉
出
張
阪
貨
の
宜
健
法

へ
-
G
出
凝
版
慌
の
サ
T
V
Y
九

唱も

(
=
一
)

(

凶

)

円五〉

第
四〈一一)

(一一〉
(一一一)

(

閥

}

(

五

)

門

大

}

旬抱

嶋i

(

七

)

《

A
V

(
九
)

第
五
、

あ
が
個
に
お
け
る
百
貨
腐
出
援
阪
賓
の
目
安
展

第
三
十
大
谷

一

O
一
八

第
六
就

一一-
f ー

) 

(

四

)

、〆

出
張
中
白
使
用
人
に
つ
い
て

出
張
中
に
於
け
る
夜
業
の
有
無

夜
業
は
之
れ
を
な
し
た
る
方
瞥
業
上
有
利
か

そ
の
他

出
張
版
賓
の
最
近
の
傾
向

出
張
阪
貰
の
将
来
に
封
ナ
る
貴
見

出
張
板
賓
と
景
集
と
の
欄
係

出
張
地
決
定
白
槙
護

出
張
地
人
口
の
標
準

巡
回
販
資
自
例
を
一
本
し
て
下
さ
い

新
聞
麿
皆
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
U

、
宛
名
康
管
、
旗
康
管
、
東
西
屋

景
品
駅
前
町
、
村
仮
駅
皆
、
州
地
借
阪
出
町
無
料
開
述
、
有
料
配
達
町
商
品
品
対
日

使
用
、
掛
費
、
催
物
、
外
交
員
、
茶
菓
の
振
舞

人

員

約

名

全

部

費

底

よ

り

連

れ

て

行

t
か
、
先
方
で
傭
は
る
ふ
か

有

無

夜

業

の

場

合

は

夜

時

主

で

有

別

措

宜

り

な

し

不

利

漸
次
隆
盛
、
漸
次
衰
徹
、
盛
衰
な
し

有
望
な
り
、
有
望
な
ら
ず
、
型
化
な
か
ら
ん

好
景
集
の
時
に
有
利
、
不
景
気
白
時
に
有
利
、
景
気
に
聞
係
な
し

温
、
近
、
人
口
白
多
少
、
其
他
貧
富
程
度
、
他
庖
出
張
白
有
無

一
高
以
上
、
ニ
寓
以
上
、
三
高
以
上
、
五
寓
以
上
、
十
高
以
上
、
二
十
寓
以
上

出

俊

地

(

)

順

路

町

》

定
時
出
張
、
随
時
出
品
、
臨
時
出
張
、
巡
回
出
張
、
神
哩
臥
出
張
に
何
筒
所
位
か

同
時
に
各
地
に
出
張
泊

出

張

阪

買

に

闘

す

る

本

支

底

聞

の

地

域

協

定

あ

p
、
な
し
、
貴
底
白
出
張
区
域
(
、

V

向
張
販
車
且
は
一
の
碕
立
部
門
を
な
す
か
商
品
に
ワ
音
濁
立
、
使
用
人
に
つ
き
樹
立
、
計
算
に
ワ
壱
濁
立

貴
席
目
無
料
聞
達
区
域
(
若
し
印
刷
物
あ
与
ぽ
一
部
御
添
加
下
き
い
)

そ
D
他
由
参
考
事
項


